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所
管

項
目

見込

実績

備
考

評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成

評
価

26
年
度
B

課題 特になし。

改善策 特になし。

実
績

（平成２６年度）
内部留保（自己）資金を活用し、企業債の発行を抑制。

単年度の
効果額見込
及び実績

26年度 27年度 28年度 29年度

- 3百万円 4百万円 7百万円

-

28年度 29年度
工
　
　
程

当初予定

26年度 27年度 28年度 29年度

進捗状況

(実績・見込)

26年度 27年度

7-2 企業債の発行抑制による後年度の支払利息の削減

実
施
内
容

内部留保（自己）資金を活用し、企業債の発行を抑制することにより、後年度に発生する支払利息の削
減を図る。

目
標
企業債の発行抑制による後年度に発生する支払利息の削減

上下水道 局 経営管理 部 経営企画 課

企業債の発行抑制 

企業債の発行抑制 


